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⦿ 2019 参加メンバー 

沖縄教区： 執事 上原 成和 
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キャンプ感想文> 

⦿ 沖縄教区： 執事 上原 成和 

 

沖縄教区：執事 上原 成和 

 

2 月 18 日～25 日まで、3 教区（神戸、九州、沖縄）で行っているフィリピンワークキャンプ

に参加しました。今年は、沖縄教区からの一般の参加者はなく、3教区合わせて 8名の参加とな

りました。今年のキャンプは昨年と同じくケソン市ノバリチェス地区にあるフィリピン中央教区

の教区センターを拠点として行いました。ワークの場所も、昨年訪れた聖十字教会を訪問して、

そこで行われている ECCD プログラム（Early Childhood Care and Development：フィリピン中

央教区が行っている、主に地域の未就学児たちや、その親たちを対象とした健康、教育、自立の

ための支援活動）への参加と、新しい教会（聖堂）建築のお手伝いをさせていただきました。教

会建築の方は、建設場所の土を掘り起こして、足場が平らになるようにする作業、砂利や水を混

ぜてセメントをつくり、それを教会の外壁になるように、周りの溝へと流しこんでいく作業等を

行いました。子どもたちやその親たちとの関わりでは、日本から持ってきたシャボン玉やけん玉

のおもちゃ、折り紙で作った飛行機や、コマやしゅりけんで遊んだり、一緒に手遊び歌をしてた

くさん遊びました。他にも、子どもたちと一緒に、教会の建築場所の周辺のゴミを拾ったり、歯

ブラシを子どもたちにプレゼントして、歯磨き教室を行ったりしました。今回は、この ECCD プ

ログラムを支えているお母さんたちと一緒に、お昼ご飯やおやつを一緒に作ったりもしました。

お母さんたちから色んなフィリピンの料理や味付けを教えてもらうことが出来て、とても良い交

流の時間になりました。教会の人たちと一緒にお祈りをしたり、ご飯やおやつを食べたり、たく

さん遊んで、たくさんワークをした時間の一つ一つが本当に喜びに溢れたものでした。聖十字教

会の地域の人々は、決して豊かとは言えない、フィリピンの都市部における格差社会の負の側面

に直撃している人々です。でも、私たちキャンプ参加者たちは聖十字教会の皆さんから、たくさ

んの笑顔と励ましを頂きました。本当に感謝です。私は、キャンプを通して、フィリピンの教会

の働きから、今の日本、沖縄に住む私たちキリスト者が学ぶことがたくさんあると感じました。

どうぞ、皆さん、これからもフィリピンの教会のためにお祈りください。皆さんのたくさんのご

支援とお祈りありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 



<フィリピンワークキャンプ感想文> 

⦿ 神戸教区： 司祭 長田 吉史、 執事 永野 拓也、 藤井 漱之介、  

藤岡 夏未 

 
 

神戸教区：司祭 長田 吉史 

 

つながり 

 

 昨年、フィリピン中央教区の宣教プログラムである、Early Childhood Care and Development

（ECCD）を知りました。この ECCD プログラムの目的は、子どもたちをケアするために、家族を

サポートし、彼らの生活を助け、彼らの可能性を成長させる、というところにあるようです。で

は、どうして子どもにフォーカスをあてているのかと言うと、それは神さまにとって子どもは何

よりも大切だから、という視点に立っています。現在フィリピンをはじめ、世界の至る所でも多

くの子どもたちが大人の犠牲者となって、困窮化に置かれています。これに対して、宣教の目を

向けたのが ECCD プログラムで、そのサクセスストーリーとしては、①子どもたちがストリート

ではなく学校にいるようにする。②親同士がすべての子どもたちの成長のことを考える。③より

多くの親や子どもたちが一緒に教会に来るようにする。④子どもたちが自分の権利と義務を知る。

⑤人々が自分の尊厳と価値を知るなどを掲げていました。また、そのための機会としては、①子

どもたちへのプログラムによって、教会と地域が共に協働すること。②それぞれの人々、或いは

地域の青年が一緒にキャンプやお互いの祈りのために集まる。③健康と栄養。④教会と地域がそ

れぞれの賜物を結集させる。⑤資金（財源）や人材を起こす。⑤教会と地域が一緒に自分たちの

礼拝する環境を建設する。⑥教会と地域が一緒に子どもたちの成長を支える場所をつくるなどが

挙げられていました。 

 このようなプログラムの存在を知り、実際にそのプログラムに参与し、教会建設やデンタル

ミッション、また食事提供を体験する中で、それらを参考にして、自分が遣わされている教会と

その地域で何ができるかを考えました。そして教会の皆さんのご理解とご協力を得て、ECCD プ

ログラムを参考にした宣教プログラムとして、こども食堂「きんちゃいごはん」が昨年 7月から

始まりました。そして同時に、無農薬野菜の野菜市も開催し始めたのでした。因みに、その、こ

ども食堂で提供されている野菜の殆どは、無農薬野菜を作っておられる方からの献品です。 

 このようにして、ECCD プログラムを参考にしての、自分が遣わされている教会や地域での

宣教プログラムが始まりましたが、でも何かが違うのです。もちろん、プログラムの形態やその

地域の状況などが違うのは当たり前ですし、何よりも ECCD プログラムとまったく同じことがで

きないのはわかっています。でも何かが違うのです。その違いが何なのかがはっきりとわからな

いまま、今年 2019 年の PWC で ECCD プログラムに参与しました。すると教会建設の補助をし、日



本の文化を伝えるクラスもいただき、ブードルファイトを経験し、昨年同様カローカン市長との

時間もあり、2016 年から ECCD プログラムを行っている地域の皆さんとの交流をいただく中で、

先程の、違いが明らかになってきたように思えたのでした。ECCD プログラムの担当司祭であり、

私たちの PWC をコーディネートしてくださった PADI LENDEHL は PWC 期間中、ずっと私たちに同

行してくださると思っていたけれども、多忙な方であるためによく席を開けておられました。そ

れでも、ECCD プログラムは変わらず進み、PWC も大きな問題もなく進んだということは、PADI 

LENDEHL のお人柄かもしれませんが、でも父なる神様のみ恵みと導きとともに、彼と ECCD プロ

グラムのスタッフ、地域の人々、地域の子どもたち、市長さん、その他の人々との「つながり」

以外の何ものでもないような気がしています。双方には、そのつながりがしっかりと結ばれてい

るように感じます。これは、昨年も感じたものでしたが、今年もそれは継続され、そこに自分が

遣わされている教会でのプログラムとの違いがあるように思えたのでした。 

今も、ECCD プログラムを参考にしての、こども食堂「きんちゃいごはん」をはじめ、幾つか

のプログラムは続けられています。でも私自身がもっと PADI LENDEHL の姿、人とのつながりの

姿にフォーカスをあてる必要があるように思えています。彼にはなれませんが、彼の大切にして

いるであろう姿に倣っていきたいものであります。今年の PWC はそのことを改めて心に留める機

会を私に与えてくれたように振り返っています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



<フィリピンワークキャンプ感想文> 
 

神戸教区：執事 永野 拓也 

 

 一週間弱という僅かな期間でしたが、たくさんの出会いと経験に恵まれたワークキャンプで

した。その中で、学んだことの一つに「Bawal
バ ワ ル

 ang
ア ン

 nakasimangot
ナ カ シ マ ゴ ッ ト

」という言葉があります。この

言葉は、フィリピン中央教区のタクロバオ主教が私たちに教えて下さったタガログ語の格言です。

これは「悲しい顔ではなく、常に笑顔でいなさい。」という意味の言葉だそうです。「No sad face. 

Always smile.」タクロバオ主教は私たちに、ワークキャンプを通して大切にしてほしい事とし

て、「常に笑顔で」という言葉を語りかけてくださったのです。何故、そのようなことを話され

たのか。それは、タクロバオ主教が、私たち参加者に望んだのは「兄弟・姉妹としてフィリピン

に来た。」という視点を持って欲しかったからのようです。フィリピンにいくと、日本との様々

な違いが露わです。経済・環境・言語。たくさんのギャップがあります。全く違う世界にいるか

のような感覚になることもあります。だからこそ、タクロバオ主教が私たちに求めていたのは、

そのギャップを埋める為の「交わり」を大切にすることでした。そして、「常に笑顔」でいるこ

とを求めていたのです。タクロバオ主教はこのように仰っていました。「もちろん、様々なギャ

ップがあり、厳しい現実に出会うかもしれない。しかし、『常に笑顔で』というのは、『神さまが

共にいる』という『希望』を持つことで可能になると思います。それは、すべての人間を『創造』

された神です。その神さまが、フィリピンでの出会いを導いてくださっているはずです。だから、

「交わり」を大切にしましょう。」私は、このタクロバオ主教の話がとても心に残っています。

何故なら、“厳しい”状況下で生きている人々はフィリピンの人々のはずだからです。日本とフ

ィリピンという関係性だけで見た時、現実的な格差を感じざるをえないはずだからです。しかし、

タクロバオ主教が求めていたのは「神さまと私たち」という関係性で私たちが出会うことのよう

に思えました。神さまとの関係性のなかで物事を見ているからこそ、「兄弟・姉妹」になること

ができる。「神さまがいるから笑顔になれる」。神さまの存在を信頼しているからこそ出た一言が、

私にはとても尊いものに思えました。 

 活動をした村の人々、フィリピン中央教区の人々、そして日本からの参加者。今振り返ると、

改めて神様から多くの「出会い」を与えられたワークキャンプでした。全ての出会いに感謝した

いと思います。そして、「笑顔」を大切に日本での生活を送っていきたいと思います。ありがと

うございました。 

  

 

 

 

 

 

 

 



<フィリピンワークキャンプ感想文> 

 

神戸教区：藤井 漱之介 

 

 ２０１９年２月１８日から２５日までの体験を私は忘れないと思います。それはフィリピン

ワークキャンプに参加させていただいたことです。私自身海外は初めてではありませんでしたが、

以前は観光として海外に訪れたので今回のワークキャンプとしての参加にはとても大きな不安

がありました。文化の違う国で、言葉もろくに喋れないアウェーの状況に弱い自分に一体何がで

きるのだろうと感じていました。そんな不安しか抱いてない状況でフィリピンのマニラに向かい

ました。フィリピンは発展途上国で自動車の交通量が多く、日本でも見たことがあるような大手

チェーン店も数多く見られました。しかし、その繁栄している街中の中にストリートチルドレン

と呼ばれる貧しい子供たちが見られました。日本であれば警察に保護されるような子供が路上で

放置されている、そんな格差をフィリピンに入って最初に目の当たりにしました。フィリピンで

のワークは主に村での教会を新しく自分たちの手で設立するための土台作りと現地の人々との

交流を行いました。その村はキリスト教の教えが行政と結びつき、そして連携が行われて運営さ

れており日本では考えられないような光景でした。実際に現地の市長の方や、その計画に尽力し

たフィリピン教区のレンデル牧師やタクロバオ主教に話を伺い現状や、過程、今後の展望を聞か

せていただきました。やっぱり海外はスケールが違う、宗教の力の浸透が違うなと思った反面、

レンデル牧師は何度も市長との対話を重ねたという話を聞いて、海外だから、キリスト教の国だ

からという理由だけではないと感じました。環境ではなく人の行動する力、信仰の力なのだと思

いました。そしてそれは現地の人々にも当てはまることだと。私はワークキャンプの中で１番印

象に残っていることは現地の人々との交わりです。言葉も喋れない私に何かを伝えたいと思って

喋りかけてくれたり、すれ違うたびに笑顔で挨拶をしてくれたり、こんなにも人間の優しさを感

じたことはありませんでした。子供達も英語が喋れる子、タガログ語しか喋れない子、学校に行

くことができている子、そうでない子、それぞれの個性を持っている子供達が一緒に楽しそうに

遊んでいました。そしてろくに言葉も喋れない大きい２０歳の日本人とも楽しそうに遊んでくれ

ました。言葉が通じなくても、文化が違ってもそんなこと関係なく楽しい時間を送ることができ

ました。これは私にとって環境が違う中で楽しいと思ってコミュニケーションが取れるというこ

とは大きな成長でした。私はフィリピンでたくさんの経験をしました。激辛料理や有精ゆで卵を

食べたり、みんなで手でご飯を食べたり、バスケットボールを一緒にしたり、英語で聖書を読ん

だりなどの楽しい経験や、フィリピンでの教会を通じたキリスト教と人々の交わりを見ることに

よって私自身が生まれて来てからずっとクリスチャンとして生きて来て改めてキリスト教を通

じて多くの人々に恵まれているということを再認識する経験をすることができました。こんなに

も密度の濃い経験をした１週間を私は忘れることができないと思います。また機会が与えられる

のであれば行きたいと思いました。そして、引率してくださった先生方や、お世話をしていただ

いたフィリピンの方々、このような機会を与えてくださった教会関係者の方々など全ての人々に

感謝します。 



<フィリピンワークキャンプ感想文> 
 

神戸教区：藤岡 夏未 

 

私にとってフィリピンは初海外で、色んな発見がありました。今まで私が送っていた生活がど

れほど有難いことか痛感し、どれだけ日本が豊かで便利な国ということが改めてわかりました。

フィリピンでは、道の塗装が不十分だったり、街にゴミが転がっていて虫が湧いていたり、野良

犬や野良猫が途方に迷っており、昼間から子供が遊んでいたりという光景をたくさん見ました。

日本では考えられない光景で驚きが隠せませんでした。 

 フィリピンの人たちはみんな人懐っこく笑顔であり、嫌なことやしんどい事、心が疲れていて

もみんな笑顔で接してくれて、すれ違う度に笑顔で挨拶してくれました。日本での場合、みんな

がそうというわけではないですが、すれ違う人とは挨拶はなく、みんな下を向いて、携帯を見な

がらそそくさと生き急いでいると感じます。フィリピンの人たちは、日本人に比べて心の豊かさ

があると強く思いました。 

 私は英語が上手に喋れませんでしたが、言葉が通じなくても私の下手な英語を一生懸命聴いて

くれた事がとても嬉しかったです。会話が理解できなかったら、わからないまま流すのではなく

「なんて言ってたの？」と通訳さんに聞いてくれて会話ができた事がとても嬉しかったです。 

 私にとって、フィリピンで 1番心に残っていることは子どもたちと交れたことです。子どもた

ちと関われたことで、たくさんのパワーをもらいました。特にフィリピンでは、子どもたちは未

来を背負っている貴重な存在であり希望であると考えています。子どもたちと交わることで、今

後のフィリピンの希望をたくさん感じることができました。 

 たくさんの新たな出会いを神様が導いてくれて、何事もなく安全に日本に帰れたことを感謝し

ます。私はフィリピンが恋しいですが、この経験を生かして、すべてに感謝の気持ちを忘れず、

笑顔で生活できたらなと思います。こんな貴重な経験をできたのはみなさんのおかげです。あり

がとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



<フィリピンワークキャンプ感想文> 

⦿ 九州教区： 司祭 李 相寅、 安村 妙、 佐藤 充 

 

 

九州教区：司祭 李相寅 

 

タクラバオ主教とのインタビュー 

２０１９年２月２１日 EDCP センターにて 

出席：デキシ―・タクラバオ主教、李相寅司祭、佐藤充、安村妙 

* 今までの九州教区とフィリピン中央教区との歩みを退職するタクラバオ主教から聞き、そ

れをまとめた文です。 

 

李司祭：大切な時間を作ってくださり、感謝します。３月半ばにタクラバオ主教が退職され

ることを聞きました。九州教区には主教を知る人も多いので、話を伺いたいと思いました。まず、

フィリピン中央教区と九州教区が協働関係を始めたきっかけから、お聞かせ下さい。 

デキシ―・タクラバオ主教：まず五十嵐司祭とベン・ボテンガン司祭という二人のリーダー

の友情から始まりました。五十嵐司祭がフィリピンに来られた時、たしかシーフェラーズのチャ

プレンとしてだと思いますが、病気になられ、その世話をしたのがベン主教でした。その後二人

とも主教になり、教区同志の協働関係に発展しました。私もベン主教の後を引き継ぎました。ま

た次の主教にも引き継ぎたいと思っています。 

李：教区同志の関係に発展したのは神様の導きだと思います。タクラバオ主教はこの協働関係

にどういう希望をもたれましたか。 

主教：ガラテア書６：２の聖句を思い出します。「互いに重荷を負いなさい。そうしてこそキ

リストの律法を全うすることになるのです。」私はこの協働の中で、お互いを学ぶこと、学んだ

ことを分ちあうことを期待していました。みなさんは、ここに来て何かを学ぶはずです。神様の

聖霊の働きに触れるはずです。私達も日本に行き、必ず何かを学びます。旅とはとても教育的な

ものです。人に出会い、経験することは人生の一部になります。視野が広がります。共に働き、

学びあう、神さまはそこにおられ、喜んでおられます。時に間違いもありますが、それも経験の

一つになります。 

李：協働関係の中で、ワークキャンプ、聖職者招聘、神学生奨学金、アドベント・ツアーの４

つのプログラムをしてきました。主教の印象に残っていることにどんなことがありますか。 

主教：私は神学生の受け入れを提案しました。ミャンマーや韓国からも来ていましたから。最

近聖公会神学院を訪ねました。フィリピンで会った友人の中村先生が教えています。こちらにも

学生や神学生やいろんな人を受け入れました。こうした交流ができたことは本当によかったと思

います。九州教区だけでなく、韓国・台湾とも関係ができ、関係が水紋のように広がること、キ

ャンプだけでなくいろんな形がとれるのではないかと思います。アイデア・技術・人をシェアす



ることでお互いが成長していけます。 

李：退職される前に、九州教区に向けて、何かメッセージをいただけますか。 

主教：まずパートナーでいてくれてありがとうと言いたいです。私はこれを神様の御業による

うねりと見たいと思っています。神様に感謝します。小さな二人の友情から始まり、教区間の関

係に育ち、多くの方がこの輪に加わりました。実を結び、交流し、互いに学び、賛美し祈りあっ

ています。海で隔てられていてもうまく会話できなくても、心で話し合えば今そうであるように、

私達は一つ、一つの家族です。果実は測れるものではありません。私もいろいろな人を日本に連

れて行きました。私の人生の一部です。みなさんもここに来て、短い滞在であったとしても何か

を学び取られたと思います。結婚した人も、います。私の子ども達も今でも手紙のやり取りをし

ています。次の世代に引き継がれる果実です。災害の時にはお互いに祈りあっています。私から

のメッセージは、感謝と賛美、この二つです。これからもこの関係を続けていきたいと思います。

神様は更に実をつけてくださるでしょう。 

李：私達も退職されてもタクラバオ主教のことを覚えて祈っていきたいと思います。 

（この後主教に祈りと祝福をしていただきました。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



<フィリピンワークキャンプ感想文> 

 

九州教区：安村 妙  

 

 フィリピン・ワークキャンプには、格別の思いがあります。子ども達、姪・甥 6人が順にお

世話になり、育てていただいたからです。彼らは今でもフィリピンで出会った人のことを共通の

話題として語り合います。今回訪問場所は違っていても、私もやっとこの輪に入れてもらいまし

たので、以下に報告します。  

事前準備ですが、2 月 15 日に九州教区参加者の 3 名

（安村、佐藤、李相寅司祭）で集まりました。3教区合

同の全体ミーティングはできませんが、メールででも

事前情報交換する、支援物資は種類・数をまとめてお

く、ができたらよかったと反省しました。EDCP(フィリ

ピン中央教区)のスタッフにお世話をかけたので。益城

のハリーズの皆さんがお土産として、とても素敵な貝

ぐるみを準備してくださり、熊本教会の方々が説明も

付けて下さって、とても喜ばれました。  

訪問スケジュールは 2月 18 日～25 日、訪問先は昨年に引き続き、マニラ市内ホーリークロス

教会と周辺地区のプログラムに参加し、教区センターに宿泊しました。2日目からホーリークロ

ス教会のあるサイトに毎日訪問し、地域の子ども達と遊びつつ、お母さんグループとの交流、建

築ワーク、ECCD(幼稚園前の保育園に当たる)等のプログラムに参加しました。  

まずメインワークである教会建設ですが、今建っている教会を同地区の歩いて 5分程のところ

に移転することになっており、地元の大工さん、信者さんで建てようとしています。そもそもこ

の地区は、地方から労働を求めて移住してきた人たちが住みついた場所。周辺住人とのトラブル

もあり、米国 NGO ハビタットが土地を買い取り、住人が

分割でこの NGO に土地代を支払っています。でも家を建

てる資金も大変なので、フィリピンの公的機関に低価格

で土地を払い下げ、公団住宅を建ててもらって長期分割

で買えるように、と交渉中なのだそうです。教会の場所

も区画整理に当たって移転準備中なのですが、交渉が 4，

5年経つけどまだまとまらず。で、教会建設ものんびり、

去年からほとんど作業は進んでなかったようです！今

回私達は昨年建てた鉄の柱の周りを埋め返し、ブロック

とセメントで 3段ほど教会の壁を作りました。ここでも

子ども達がさせろ、させろと集まり、道具の取り合いに

なります。整理して危なくないようにするのに一苦労。

子ども達には何度かゴミ拾いも手伝ってもらいました。

ハリーズ作のお土産を手に 



ゴミへの意識が違うようで、けっこう落ちています。意識を変えるのと、他の国の取り組みのよ

うにプラを禁じるのと、どちらが早いか、考えてしまいます。 

昨年の反省で今年から実施したのが、女性ボラ

ンティアグループとの交流。この地区の女性 15

名で一つの生産者グループを作り、畑の野菜や食

料を市場で売っています。教会はここに資金を貸

し出し 2年で返済してもらう予定。その後別グル

ープにも展開したいそうです。女性達は収益から

返済や緊急時用の共済資金、ECCD 支援金を除いて

分配します。保育園の子ども達にはおやつ給食が

ありますが、これを賄うのもこのグループです。

私達も順にお手伝いに入り、おいしいフィリピン

料理の作り方を教わりました。 

ホーリークロス教会の取り組むもう一つのプロ

グラム、ECCD（保育園）の様子ですが、3 歳から

5歳の子ども達 32 人を対象に午前中、2クラスに

分かれ、時間帯別に教会の会堂で保育活動をして

います。この地区で唯一の教育施設です。文具品

の希望があったので、支援物資として届けました。

去年から入った先生が優秀で、子ども達が座って

話を聞けるようになっている！とは李司祭の感

想。直方教会日曜学校の子ども達の歌の動画を持っ

て行ったので、子ども達に見せ、フィリピンの歌と踊りを録画させてもらって、また直方の子ど

も達に紹介しました。課題は中心スタッフの確保を継続的にできるかどうかと移転がスムースに

進むか、でしょうか。 

 こんな風に教会が地域の課題に取り組む姿は

刺激的でした。行政地区議長さんも訪問しましたが、

私達の世話役でありこの教会の牧師、レンドル司祭

によると、今教会と行政が地域の課題と考えている

のは、１．学校をドロップアウトした青少年の再教

育 ２．若年代の妊娠 ３．ドラッグ問題 です。

今年は１．を重点課題に取り組もうとしており、行

政は再教育教室を準備し、教会は青少年をそうした

教育に結びつけるよう、クラス活動をしたり識字指

導をしたりしようとしている、とのことでした。私

達の訪問中に 5，6 名の青少年が参加して午後こ

デイケアの子ども達、バナナ皮むきダンス中。 

フィリピン料理はどれもおいしい！ 

昼は地区のこどもたちにこども食堂。夕の祈りも一緒

 

ボランティアグループと。フィリピン料理はおいし！ 



のクラスがありました。レンドル司祭がユニセフ作成の絵本をもとに子ども達に話をし、佐藤さ

ん・李司祭が紙飛行機づくりを教えました。折り紙は好評で、外で待っていた地域の子ども達も

したい、と大賑わいでしたが、このクラス自体は、時間通り集まらない、なかなか続けて来よう

としない。そもそも学校に行かない子をどうやってクラス活動に定着させれるのか、等課題があ

りそうでした。 

一番にぎやかだったのは、地域の子ども達との交流です。ア

ルプス一万尺の手遊びが人気で、神戸参加の若者2人を中心に、

他のメンバーにも手が空いてればすぐ、やろう、と言ってきま

す。彼らはタガログ語で、こちらは日本語で、ボディーランゲ

ージを交えて会話成立！いろんな遊びに、ゴミ拾い、歯磨き指

導、昼食は私達がいる間は女性グループが賄いをしてくれて、

子ども達にもお裾分け、毎日こども食堂状態でした。夕の祈り

では「キリストの平和」をすっかり日本語で歌えるようになり

ました。一つ遊びで印象的だったのは、例えば大縄跳びで、始

めは群がって混乱、回すどころでなかったのですが、2回目はお

母さんが手伝ってくれ、皆が待って、順番に交代する、という

ことができました。他の遊びでも、遊びは社会性を学ぶ大切な機会だということや、カウンター

パート、現地の人と一緒に取り組むということが大切だと再認識しました。 

 土曜日にはもう一つの貧困層地区に

あるミラモンテ説教所を訪ねました。こ

こでは聖公会の支援でマッサージや洋裁

などの職業訓練を受けた女性達が中心に

自分達の収入の 1/10 を出し合って、自分

達でブロックを積んで、教会を作ってい

ます。昨年なかった屋根や壁ができてき

ています！女性パワーすごし。 

期間中、ホーリークロスでも教区事務

所でも、一緒に祈りや礼拝をたくさん        

持て、お互いに日本語やタガログ語・英語にチャレンジしあ

ったりしました。日曜日、長田司祭司式・上原執事説教でホ

ーリークロスの聖餐式が守れたことも印象に残りました。お

昼、’ブードル・ファイト‘といって皆で一斉に手で食べたイ

ベントも素敵でした。皆で平等に分け合う、という意味があ

るそうです。 

ミラモンテ説教所の皆さん。自分達で屋根や壁を！   

区長さんも参加のブードル・ファイト 



教区事務所の皆さんには朝晩のご馳走から私達が気持ちよく過ごせるよういろいろ気を配っ

ていただき、本当に感謝でした。反省会をもちましたが、フィリピンの皆さんにはキャンプの内

容もしっかり練っていただいており、良いときが持てたと思っています。むしろ日本側の私達が

もう少し振り返りミーティングなどできればよかった、と反省しています。タクラバオ主教もレ

ックス主教もこの協働・交流を高く評価してくださっており、今後もよい関係が継続できること

を願わずにいられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↓ホーリークロス教会の皆さんと 



<フィリピンワークキャンプ感想文> 

 

九州教区：佐藤 充 

 

イエスキリストの愛と共に 

 

今回、初めてフィリピンワークキャンプに参加させて頂きました。マニラの近郊ケソンシティ

ーにある、フィリピン中央教区の教区センターに滞在し、主に ECCD(Early Childhood Care 

Development)プログラムの活動をお手伝いしました。ECCD では日々の暮らしに困っている方達

に対し、子育て支援活動やお母さん方の自立を支援する活動などが行われています。経済的事情

などから幼稚園や学校や通うことが出来ない子供達が教会に集まり、読み書きや社会の仕組みに

ついて学んでもいました、その授業の中で日本の文化を紹介する事や、配布する食事の準備のお

手伝いなどを行いました。また、現在拠点としている教会の会堂は仮のものなので、新会堂建設

の作業もお手伝いもさせて頂きました。 

会堂建築の作業を始めると、建築状況が去年のキャンプからほとんど変わっていないという話

が聞こえてきました。ブロックを埋めるための穴を掘ると、土は固くなってしまっており、なか

なか穴が掘れず、スコップが入らないのでつるはしで少しずつ土をほぐし、少しずつ穴を掘って

いきます。初めは工事担当者２名と、現地の司祭と日本から来たメンバーだけでの作業でした。

しかし、徐々に近所の若者や子供らも工事の手伝いをしてくれるようになりました。そしてブロ

ックを立てるための穴も空き、ブロックにセメントを流し込むことができ、ゴミだらけだった敷

地内も、奇麗になりました。固くなった土がほぐれたように、私達が一緒に作業をする事で周囲

の方々の心も少しずつほぐれかのように感じました。 

私はこのキャンプに参加する前は『自分が参加するための資金を、フィリピンに送った方が良

いのではないか？』と迷っていました。しかし、実際に現地に行って作業をし、人々と交わる事

に大きな意味があることを気づかされました。 

後日、教区関係者との意見交換会の中で、この地区には元々教会がなく、何年もかけて徐々に

信頼関係を築き、地域のニーズを把握し、子育て支援や教育活動などの必要に応えていく中で教

会として福音を伝えていけるようになったと聞きました。また、その為には自分達自身がイエス

様と共にい続け、イエス様の愛を受けている事が大切だとも伺いました。日本の教会にもきっと

地域に必要とされるニーズがあり、それに応え、イエス様の愛を伝えていけると心に刻むよいき

っかけになりました。 

 

 


